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11号 永平寺町議会だより　(2)

　平成20年第４回永平寺町議会定例会は、６月５日から同月13日までの９日間開催されました。�
　審議された内容は、報告１件、専決処分の承認３件、補正予算３件、諮問１件、陳情１件、意見書２件です。�
　詳しくは、次のとおりです。�

議長　上田　　誠�

　平成20年の第４回６月定例議会は、５日から13日までの９日間開
催され、当委員会に付託されました。平成20年度６月補正予算は３
件で、去る10日に審議をいたしました。一般会計補正予算は、歳出
は689万円であり、これらの財源となる歳入は国庫支出金、県支出金、
繰越金等であります。また、特別会計補正予算は、１億3,686万円で、
その財源となる歳入は、西野中地区宅地造成完売による財産収入等
であります。慎重なる審議を行い一般会計補正予算１件と特別会計
補正予算であります介護保険、土地開発事業の２件は、いずれも全
会一致で可決いたしました。�

報告第１号�平成19年度永平寺町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について� 報　　告�

承認第７号�永平寺町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について� 承　　認�

承認第８号�永平寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について� 承　　認�

承認第９号�永平寺町手数料徴収条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について� 承　　認�

議案第38号�平成20年度永平寺町一般会計補正予算について� 可　　決�

議案第39号�平成20年度永平寺町介護保険特別会計補正予算について� 可　　決�

議案第40号�平成20年度永平寺町土地開発事業特別会計補正予算について� 可　　決�

諮問第２号�永平寺町人権擁護委員候補者の推薦について� 適　　任�

発議第１号�後期高齢者医療制度に関する意見書の提出について� 可　　決�

陳情第１号�食料・農業・農村政策に関する要請について� 採　　択�

発議第２号�食料・農業・農村政策に関する意見書の提出について� 可　　決�

委員長　伊藤　博夫�

総務費�
自動交付機専用回線使用料増� 304�
民生費�
老人ホーム入所判定委員報酬� 32�
介護保険会計地域支援事業繰出金� 8�
志比幼児園施設管理諸経費� 336�
松岡児童館遊戯室、図書室等床張替� 817�
衛生費�
保健センター施設管理諸経費等� 791�
農林水産業費�
大粒化・売れ筋米生産実践補助金� 600

商工費�
町営第２駐車場施設管理諸経費� 520�
消防費�
火災警報器1,000件分の追加� 2,000�
新人団員13名の制服等貸与品� 205�
教育費�
アスベスト等の分析調査業務委託料� 282�
豊かな体験活動推進事業補助金� 1,000

★平成20年度一般会計６月補正予算事業内容★� （単位:千円）�★平成20年度一般会計６月補正予算事業内容★�

介護保険事業費�
基金積立金� 450�
過年度清算による支払基金交付金等返還金� 8,321�
地域包括・在宅支援センター協議会負担金� 40

土地開発事業費�
西野中地区住宅造成による基金積立金� 46,441�
西野中宅地造成事業元金償還金� 81,600�
繰上げ償還手数料� 10

★平成20年度特別会計６月補正予算事業内容★� （単位:千円）�★平成20年度特別会計６月補正予算事業内容★�

九
頭
竜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�



(3)　永平寺町議会だより 11号

�� 当初予算額� ６月補正額� 補正後予算額�
一般会計�� 8,030,600� 6,895� 8,037,495�
特別会計�� 4,559,668� 136,862� 4,696,530�
� 国 民 健 康 保 険 事 業� 1,546,000� 0� 1,546,000�
� 後 期 高 齢 者 医 療� 194,683� 0� 194,683�
� 老　人　保　健　事　業� 267,008� 0� 267,008�
� 介　　 護　　 保　　 険 � 1,454,571� 8,811� 1,463,382�
� 簡　易　水　道　事　業� 181,072� 0� 181,072�
� 下　 水　 道　 事　 業� 674,470� 0� 674,470�
� 農 業 集 落 排 水 事 業� 189,135� 0� 189,135�
� 土　地　開　発　事　業� 52,729� 128,051� 180,780�
企業会計� 上　 水　 道　 事　 業� 397,087� 0� 397,087�
合　　計�� 12,987,355� 143,757� 13,131,112

★平成20年度６月補正予算� 単位:千円�
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○

総
務
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
河
合
　
永
充�

　
六
月
十
一
日(

水)

　
午
前
九
時
よ
り
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。�

協
議
事
項
は�

○
　
承
認
第
七
号�

　
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
案
件
は
、

国
会
で
税
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
こ
う
い
っ
た
税
の
変
更
等
、
わ
か

り
や
す
く
し
た
も
の
を
、
議
会
や
町
民
に

示
し
て
ほ
し
い
と
言
う
意
見
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
で
は
、
県
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

永
平
寺
町
出
身
の
方
に
町
政
要
覧
な
ど
で

ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
な
ど
の
意
見
が

で
た
。
こ
れ
に
対
し
て
理
事
者
の
答
弁
は

現
在
、
県
が
中
心
と
な
っ
て
市
町
と
い
ろ

い
ろ
と
協
議
し
て
い
て
全
国
の
県
人
会
な

ど
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
な
ど
の
質
疑
が
あ
っ
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
一
致
で
承
認�

○
　
承
認
第
八
号�

　
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
案
件
は
国
会
で
税
法
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
委
員
か
ら
事
実
上
負

担
が
上
が
っ
た
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し

て
、
あ
ら
た
な
負
担
は
な
い
が
、
医
療
費

分
の
五
十
六
万
円
が
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
医
療
費
分
の
限
度
額
は
四
十
七
万
円
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
に
つ
き
ま
し
て
は

十
二
万
円
、
合
わ
せ
て
五
十
九
万
円
と
限

度
額
が
三
万
円
上
が
っ
た
な
ど
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
全
員
一
致
で
承
認�

○
　
諮
問
第
二
号
　
永
平
寺
町
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て�

　
人
権
擁
護
委
員
が
一
名
、
九
月
三
十
日

で
任
期
満
了
に
な
り
、
小
渕
富
美
子
氏
を

推
薦
し
た
い
と
説
明
を
受
け
た
。
人
権
擁

護
委
員
の
職
務
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
と
い
う
問
に
、
人
権
に
関
す
る
、
女
性
、



(5)　永平寺町議会だより 11号

　
六
月
十
一
日
、
当
委
員
会
は
全
委
員
の

出
席
で
開
催
さ
れ
、
六
月
定
例
議
会
の
関

係
案
件
と
陳
情
に
つ
い
て
審
議
し
た
。�

　
繰
越
明
許
費
で
は
、
永
平
寺
中
学
校
体

育
館
の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
予
算
は

つ
け
た
も
の
の
、
学
校
運
営
の
こ
と
も
あ

り
、
本
年
夏
休
み
に
工
事
を
実
施
す
る
と

い
う
こ
と
で
了
承
し
た
。�

　
条
例
改
定
で
は
、
法
の
改
定
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
は
窓
口
で
戸
籍
等
の
発
行
申
請

時
に
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
、
悪
用
防

止
の
改
定
と
し
て
こ
れ
を
認
め
た
。�

　
陳
情
の
扱
い
で
は
、
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
が
、
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

の
意
見
書
は
議
会
か
ら
提
出
す
る
よ
う
当

委
員
会
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。�

�

　
そ
の
他
で
は
、�

○
　
六
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
、
町

　
長
が
「
本
町
幼
児
園
の
民
営
化
は
行
わ

　
な
い
、
考
え
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
た

　
こ
と
に
対
し
、
複
数
の
議
員
か
ら
「
行

　
革
大
綱
の
中
で
、
民
営
化
を
進
め
る
と

　
し
て
い
る
中
で
の
発
言
で
あ
り
重
大
」

　
「
金
を
い
く
ら
使
っ
て
も
よ
い
と
い
う

　
も
の
で
は
な
い
。
対
案
を
示
す
べ
き
だ
」

　
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
論
議
さ
れ
た
。�

　
　
町
長
は
「
思
っ
て
い
る
こ
と
を
答
弁
」

　
し
た
こ
と
、
「
町
内
に
は
各
地
区
に
幼
・

　
保
園
が
あ
り
、
こ
れ
を
民
営
化
す
る
こ

　
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
民
営
化
の
メ
リ
ッ

　
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
行
革
の
中
で
十
分

　
論
議
し
、
運
営
に
取
り
入
れ
た
い
」
こ

　
と
、
「
福
井
市
と
は
状
況
が
違
う
」
こ

　
と
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。�

○
　
学
校
の
耐
震
化
工
事
と
授
業
等
学
校

　
運
営
へ
の
影
響
、
対
策�

○
　
学
校
給
食
費
の
値
上
が
り
問
題
は
ど

　
う
な
る
に
対
し
て
は
、
本
町
で
は
努
力

　
し
て
当
面
引
き
上
げ
は
考
え
て
い
な
い

　
と
答
弁
が
あ
っ
た
。�

○
　
学
校
の
夜
間
照
明
へ
の
意
見�

等
が
示
さ
れ
論
議
、
説
明
さ
れ
ま
し
た
。�

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
金
元
　
直
栄�

産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
南
保
　
秀
樹�

　
平
成
二
十
年
六
月
十
二
日
　
午
前
九
時

よ
り
開
催�

協
議
事
項�

（
一
）
議
案
に
つ
い
て�

　
報
告
第
一
号�

　
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

　
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て�

　
　
農
林
水
産
業
費�

　
　
県
営
ほ
場
整
備
事
業
負
担
金�

　
　
　
吉
野
開
発
事
業
、
た
め
池
の
分�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
用
地
取
得
の
遅
れ
）�

　
　
土
木
費
　
県
営
道
路
事
業
負
担
金�

　
　
　
稲
津
〜
松
岡
線
　
吉
野
地
籍�

　
　
　
　
　
　
　（
荒
川
改
修
工
事
の
遅
れ
）�

　
以
上
二
件
承
認
し
ま
し
た
。�

（
二
）
食
料
　
農
業
　
農
村
政
策
に
関
す

　
　
　
る
要
請
に
つ
い
て�

　
吉
田
郡
農
業
協
同
組
合�

　
代
表
組
合
長
　
鈴
木
喜
代
宏
　
他
数
人�

　
　
い
ま
、
地
球
の
温
暖
化
、
穀
物
需
給

　
の
逼
迫
、
輸
入
食
品
へ
の
不
安
な
ど
食

　
と
農
を
め
ぐ
る
環
境
が
世
界
的
規
模
で

　
大
き
く
変
化
す
る
中
、
国
内
生
産
を
基

　
本
と
し
た
食
料
安
全
保
障
の
確
立
は
、

　
わ
が
国
に
と
っ
て
重
要
課
題
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。�

　
　
全
会
一
致
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。�

（
三
）
そ
の
他
　
　
各
委
員
よ
り
の
質
問�

　
道
路
関
係�

　
　
機
能
補
償
道
路
　
轟
地
区�

　
　
二
十
年
度
中
に
用
地
買
収
完
了
予
定�

　
　
四
一
六
号�

　
　
光
明
寺
〜
北
島
間
融
雪
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
中�

　
　
三
六
四
号�

　
　
古
市
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て�

　
　
バ
イ
パ
ス
の
路
線
変
更
は
あ
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
中�

　
　
松
岡
中
学
前
道
路
の
融
雪
に
つ
い
て�

　
　
中
部
縦
貫
　
荒
川
の
改
修
等
に
併
せ

　
　
て
考
え
た
い�

　
河
川
関
係�

　
　
各
河
川
の
災
害
対
策
に
付
い
て
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
済
み�

　
　
河
内
川
　
山
王
区
長
、
地
権
者
立
ち

　
　
会
い
幅
杭
を
打
つ
予
定�

　
　
南
河
内
川
　
県
単
事
業
に
て
継
続�

　
九
頭
竜
川
堤
防
の
道
路�

　
　
中
島
地
籍
〜
大
野
島
地
籍
間
繋
が
ら

　
　
な
い
か�

　
　
　
　
　
　
　
調
査
し
て
検
討
し
ま
す�

　
　
九
頭
竜
川
中
州
の
雑
木
が
こ
れ
か
ら

　
　
鮎
釣
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
ど
う

　
　
に
か
な
ら
な
い
か�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
分
的
に
は
困
難�

　
　
飯
島
橋
、
鳴
鹿
橋
に
つ
い
て
の
耐
震

　
　
検
査
は
　
　
　
　
　
　
　
点
検
済
み�

　
　
鳴
鹿
橋
歩
道
の
融
雪
に
つ
い
て
　
　

　
　
　
十
九
年
度
ポ
ン
プ
工
事
済�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
の
事
業
）�

　
　
五
松
橋
が
狭
隘
に
な
っ
て
い
る
が
改

　
　
良
、
架
け
替
え
と
考
え
て
な
い
か�

　
　
　
道
路
等
含
め
て
総
合
的
に
考
え
な

　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で�

　
十
九
年
度
三
イ
ベ
ン
ト
事
業
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
に
つ
い
て�

　
松
岡
　
い
か
だ
流
し�

　
永
平
寺
　
灯
籠
流
し�

　
上
志
比
　
ニ
ン
キ
ー�

　
ピ
ク
ニ
ッ
ク
コ
ー
ン
は
町
の
特
産
物
と

な
る
の
か
　
試
作
、
検
討
中�

　
そ
の
他
、
地
区
要
望
事
項
に
つ
い
て
等

の
意
見
交
換�

子
供
、
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
か
ら
の
相

談
業
務
や
人
権
に
関
す
る
啓
発
活
動
な
ど

が
職
務
内
容
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
永
平
寺
町
の
人
権
擁
護
委
員
の

人
数
は
？
と
い
う
問
に
、
松
岡
地
区
三
人

永
平
寺
地
区
三
人
上
志
比
地
区
二
人
の
計

八
人
で
任
期
は
三
年
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
一
致
で
適
任�

○
そ
の
他�

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
が
根
元
の
金
属
疲
労

に
よ
る
腐
食
に
よ
り
、
永
平
寺
町
内
で
折

れ
て
い
た
。
点
検
な
ど
ど
う
し
て
い
る
か

の
意
見
が
あ
っ
た
。�

　
総
務
課
長
の
答
弁
は
、
区
長
か
ら
も
様
々

な
情
報
を
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
る
し
、
パ

ト
ロ
ー
ル
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
金
属

疲
労
な
ど
の
点
検
も
強
化
し
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
く
。
ま
た
、
各
地
区
の
区
長
に
こ

う
い
っ
た
こ
と
を
注
意
し
て
点
検
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
自
主
防
災
組
織
の
点
検
項

目
な
ど
に
あ
げ
て
は
ど
う
か
な
ど
の
意
見

も
あ
っ
た
。�
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第
四
回
定
例
会
に
お
い
て
、
十
四

名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑

と
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

一
般
質
問
は
議
事
録
に
も
と
づ
き

質
問
議
員
が
ま
と
め
て
い
ま
す
。�

上
　
坂
　
久
　
則�
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小
　
畑
　
　
　
伝�
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竹
　
澤
　
一
　
敏�

長
谷
川
　
茂
　
雄�



(9)　永平寺町議会だより 11号

河
　
合
　
永
　
充�
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伊
　
藤
　
博
　
夫�



(11)　永平寺町議会だより 11号

斉
　
藤
　
則
　
男�
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坂
　
本
　
伊
三
栄�



(13)　永平寺町議会だより 11号

酒
　
井
　
　
　
要�
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松
　
川
　
正
　
樹�



(15)　永平寺町議会だより 11号

原
　
田
　
武
　
紀�( )
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金
　
元
　
直
　
栄�



(17)　永平寺町議会だより 11号

小
　
玉
　
益
　
雄�
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滝
　
波
　
登
喜
男�
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委
員
長
　
滝
波
　
登
喜
男�

�

　
当
委
員
会
は
、
町
が
平
成
十
九
年
三
月
に
策
定

し
た
「
永
平
寺
町
行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
」

に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
状
況
も
含
め
て
審
議
す
る

こ
と
。
ま
た
、
議
会
自
ら
が
正
す
議
会
改
革
の
二

つ
を
目
的
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。�

　
ま
ず
、
行
政
改
革
大
綱
及
び
そ
の
実
施
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
町
よ
り
十
九
年
度
の
取
り
組

み
の
成
果
、
二
十
年
度
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、
二
十
年
度
の
取

り
組
み
方
針
で
は
、
「
町
民
の
目
に
見
え
る
形
で

の
成
果
を
上
げ
る
」
こ
と
を
目
標
に
す
る
、
と
し

て
い
ま
す
。
委
員
か
ら
は
、
消
防
の
広
域
統
合
化

を
前
に
、
本
町
に
必
ず
一
署
残
る
よ
う
に
取
り
組

む
よ
う
に
、
指
定
管
理
制
度
が
い
い
の
か
管
理
委

託
が
い
い
の
か
よ
く
検
討
し
て
ほ
し
い
。
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
次
に
、
議
会
自
ら
が
正
す
議
会
改
革
で
は
、
全

国
的
に
も
実
施
が
進
む
「
議
会
報
告
会
」
の
開
催

に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告

会
は
、
議
員
が
地
域
に
出
向
い
て
住
民
と
積
極
的

に
意
見
交
換
し
、
議
会
の
活
性
化
に
議
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
も
の
で
す
。
本
町
で
は
「
議
会

懇
談
会
」
と
銘
打
ち
、
新
町
が
誕
生
し
て
三
年
目
、

様
々
な
事
業
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
直

接
町
民
の
声
を
お
聞
き
し
、
議
会
活
動
に
生
か
す

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
本
年
九
月
ま
で
に
三
地
区

の
区
長
会
と
懇
談
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

実
施
に
向
け
て
区
長
会
と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。�
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雨
に
映
え
る
紫
陽
花

が
陽
に
向
か
う
向
日
葵
に
、

蛙
の
鳴
き
声
が
蝉
の
大
合

唱
に
へ
と
・・・（
必
然
的
に
）

い
つ
の
間
に
か
似
合
う
季

節
に
移
り
変
わ
っ
て
し
ま

い
。�

　
隣
国
中
国
で
は
、四
川
省
で
大
地
が
激
震
し
多

く
の
犠
牲
者
が
出
、チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
問
題
、急
激

な
経
済
変
化
、地
域
格
差
や
格
差
社
会
な
ど
・・・

が
国
家
を
も
震
わ
し
か
ね
な
い
。�

　
日
本
で
も
、岩
手
、宮
城
を
襲
っ
た
大
地
震
に

よ
る
大
き
な
被
害
が
あ
り
、消
え
た
年
金
問
題
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
問
題
、石
油
高
騰
と
、そ

れ
起
因
す
る
物
価
へ
の
は
ね
返
り
な
ど
・・・
が
社

会
情
勢
や
人
の
営
み（
生
活
）を
も
変
え
よ
う
と

し
て
い
る
。�

　
迫
り
来
る
世
界
の
食
料
不
足
、食
の
安
全
性
の

問
題
は
、今
や
農
山
村（
地
方
）の
出
番
で
あ
る
。�

　
対
応
迫
ら
れ
る
地
球
的
環
境
や
温
暖
化
、エ
コ

ロ
ジ
ー
問
題
な
ど
・・・
　
そ
ん
な
中
、「
柳
の
木
の

植
樹
」
と
い
う
施
策
で
地
球
温
暖
化
対
策
と
地

域
振
興
を
結
び
つ
け
た
北
海
道
下
川
町
の
全
国

に
向
け
た
情
報
発
信
。�

　
今
こ
そ
「
攻
め
」
の
、そ
し
て
「
地
方
の
時
代
」

か
も
し
れ
な
い
。　�

　
世
界
が
、そ
し
て
経
済
や
機
構
が
変
わ
り
、生

活
や
価
値
観
が
多
様
化
す
る
今
日
、国
や
地
方
自

治
体
が
自
ら
変
革
せ
ざ
る
を
え
な
い
時
代
で
あ

る
。�

　
議
会
に
お
い
て
も
、当
然
で
あ
る
。「
議
会
は
住

民
の
も
の
」
を
肝
に
銘
じ
、皆
様
に
開
か
れ
た
議

会
、皆
様
か
ら
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
議
会

を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

　
季
節
が
変
わ
っ
た
ら
、そ
れ
に
合
っ
た
様
に
花

や
生
き
物
が
対
応
し
、そ
の
時
節
に
合
っ
た
風
情

に
変
わ
る
よ
う
に
・・・
。�

　
先
日
、「
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
」
で
永
平
寺
町

が
紹
介
さ
れ
、大
き
な
反
響
を
巻
き
起
こ
し
て
い

る
。
ま
さ
に
、地
域
情
報
発
信
の
先
駆
者
と
な
る

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。　
　
　
　（
上
田
　
記
）�

編�集�
後�記�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員�

�

委 

員 

長
　
小
　
畑
　
　
　
伝�

�

副
委
員
長
　
河
　
合
　
永
　
充�

�

委
　
員
　
松
　
川
　
正
　
樹�

�

〃
　
　
原
　
田
　
武
　
紀�

�

〃
　
　
金
　
元
　
直
　
栄�

�

〃
　
　
斉
　
藤
　
則
　
男�

�

〃
　
　
滝
　
波
　
登
喜
男�

�

〃
　
　
坂
　
本
　
伊
三
栄�

�

〃
　
　
上
　
田
　
　
　
誠�

教育民生常任委員長�
金元　直栄�

志
賀
町�

志
賀
町�

内
灘
町�

　７月８日、議会は相次ぐ地震で大きな課題
となっている、学校の耐震補強の際、学校の
授業等に影響のない工事方法や、地震被災地
で耐震補強されていた校舎と、されていなか
った校舎を、石川県の内灘町と志賀町に日帰
りで視察・研修しました。�
　内灘町では、平成９年より学校の大規模改
修に合わせて一部、耐震化を進めてきたものの、
新潟中越地震以降は整備計画を作り、集中し
て耐震化工事を進めており、その際、学校の
授業に影響のない外付け工法（外付けアルミ
ブレース工事）を中心に学校の大規模改修も
を併せて実施しているということでした。�
　最大の特徴は、ここ数年、町の他の各種事
業に優先して、余剰財源の殆どを投入して実
施し、工事は、授業のない日を中心に行って
いるということでした。�
　併せて町独自で、小学校の１・２年生で30
人学級を実施していました。�
　志賀町では、町の合併後、学校の統廃合の
話もあり、耐震化工事は遅れていました。し
かし、能登地震前に耐震化工事を実施してい
た校舎では、問題なかったものの、未実施校

舎では、柱に剪断が生じた部分もあった。また、
体育館では、天井等に張ってある、二次部材
の落下が多かったとの報告でした。（以後、
全部撤去）�
　なお、志賀町では担当に一級建築士を配置
していました。�
　今回の視察は一日だけでしたが、学校の耐
震化や、大規模改修の予算確保と実施につい
ては、町の姿勢、そして議会の協力次第で、
大きく差の出る課題だということを学べたと
思っています。�

内付け工法による補強�
窓がふさがれている箇所もあった�

アルミ合金による外付け耐震補強�

地震で柱に剪断が生じ、その後外付け補強した�

（写真撮影　河合永充）�


	1ページ
	2ページ
	3ページ
	4ページ
	5ページ
	6ページ
	7ページ
	8ページ
	9ページ
	10ページ
	11ページ
	12ページ
	13ページ
	14ページ
	15ページ
	16ページ
	17ページ
	18ページ
	19ページ
	20ページ

